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医療従事者等への優先接種を実施するにあたり留意いただきたい 

手続き等について 

 

 

 今般、厚労省より、医療従事者等への優先接種を実施するにあたり留意いただきた

い手続き等について事務連絡がなされましたのでご報告申し上げます。 

基本型・連携型接種施設として登録しているにも関わらず、まだ V-SYS の ID につい

ての連絡がない場合は、今後システム側での作業が完了し次第、連絡が送信されると

のことです。 

 

記 

 
接種の実施に先立って、完了している確認が必要な対応 

① 新型コロナウイルス感染症に係る予防接種の実施に関する集合契約への参加 

② ワクチン接種円滑化システム(V-SYS)への初期登録 

③ 連携型接種施設である場合、V-SYS での基本型接種施設や小分けされたワクチン

情報の登録 

④ 接種券つき予診票の発行 

⑤ 被接種者への接種記録書の交付 

⑥ V-SYS への接種実施回数の登録(ワクチンが配送された日から原則として毎日) 

 

 

 

 厚労省 HP 新型コロナワクチンの接種を行う医療機関へのおしらせ」

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/vaccine_iryoukikanheno_oshir

ase.html 

 



宮城県におけるワクチン接種の状況については、県から３月１０日ワクチン配布に

関する事務連絡がありました。医療従事者向けの優先接種に関する厚労省からの通知

では今後の宮城県におけるワクチン配分予定数については下記の通りです。 

ワクチン入荷状況によっては変更になる可能性もあることをご承知おき願います。  

 

ワクチン配布第２弾  １箱 約１，０００人分 

  ３月２２日の週 宮城県４～６箱(全国で２００箱) → ３週後に同数供給 

  ３月２９日の週 宮城県４～６箱(全国で２００箱) → ３週後に同数供給 

  感染症指定病院・協力病院向けにあてる。 

 

 ワクチン配布第３弾 

  ４月１２日の週 宮城県１９箱(全国で１，２００箱以上) 

  ４月１９日の週 宮城県１９箱(全国で１，２００箱以上) 

  ４月１２日の週から一般医療従事者向けにワクチン接種が開始される予定です。 

 

新型コロナ診療・検査指定医療機関 約５５０施設から開始され、順次一般医療機

関に比例配分される予定。 

医療従事者優先接種については、５月前半には１人２回分の接種に必要な数量の出

荷を完了できる見込みとなっている。 

 

高齢者一般接種については、宮城県から市町村に配分される。４月１２日の週から

配布されるワクチン供給量は２２箱とたいへん限定的であることから、現在市長会、

町村会を介して調整中で今週中には結論を出すことにしている。本格的な接種は５月

以降になる見込み。 


